
大
学
院
博
士
課
程
で
の

日
仏
学
術
交
流
が
始
ま
る

―
途
上
国
の
女
性
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ
場
と
し
て
―

本
田
和
子

学
長

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
支
援
が
本
格
化
す

る
。
奈
良
女
子
大
・
津
田
塾
大
・
東
京
女
子
大
・
日

本
女
子
大
の
五
つ
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、

協
力
し
合
い
つ
つ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
教
員
を

日
本
に
招
い
て
研
修
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
般
、

簡
単
に
お
知
ら
せ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

私
た
ち
は
、

い
ま
、
途
上
国

の
女
子
教
育
支

援
は
、
日
本
の

女
子
大
学
、
特

に
国
立
女
子
大

学
が
担
う
べ
き

重
要
な
責
務
と

考
え
て
い
る
。

明
治
近
代
化
以

降
、
速
や
か
な
教
育
立
国
を
志
し
た
わ
が
国
は
、
欧

米
先
進
国
の
援
助
と
協
力
を
得
て
、
短
期
間
で
教
育

水
準
を
高
度
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
女
子
教
育

も
例
外
で
は
な
く
、
取
り
分
け
、
第
二
次
大
戦
後
の

教
育
改
革
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
に
よ
る

強
力
な
支
援
を
得
て
、
今
日
の
よ
う
な
女
子
大
学
の

誕
生
を
見
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
の

私
た
ち
の
大
学
が
、
内
外
の
有
識
者
た
ち
の
女
子
教

育
に
注
が
れ
る
熱
意
の
結
晶
で
あ
る
こ
と
、
取
り
分

け
、
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
こ

と
を
思
う
な
ら
、
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
様
々
な
恩
恵

に
報
い
る
術
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
学
が
、

今
後
、
女
子
教
育
の
黎
明
期
に
あ
る
途
上
国
の
た
め

に
些
か
の
力
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
恩
恵

に
答
え
る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
活
動
と
言
え
よ

う
。さ

て
、
こ
の
企
て
の
一
つ
が
愈
々
実
現
の
機
を
迎

え
て
、
二
月
初
旬
か
ら
二
〇
名
の
女
性
た
ち
が
来
日

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
リ
語
を
話
す
人
が
多
い

と
か
い
う
研
修
団
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ど
の
よ

う
に
研
修
の
実
を
上
げ
た
ら
よ
い
か
と
、
五
女
子
大

学
の
関
係
者
た
ち
は
、
い
ま
、
知
恵
を
絞
り
あ
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
産
み
出
さ
れ
た
名
案
の
一
つ
が
、

学
生
た
ち
の
異
文
化
イ
ン
タ
ー
ン
を
兼
ね
た
支
援
活

動
の
組
織
化
で
あ
る
。
来
日
グ
ル
ー
プ
に
学
生
が
二

人
ず
つ
ペ
ア
で
付
き
添
い
、
一
日
の
行
動
に
目
配
り

し
つ
つ
必
要
な
援
助
の
手
を
延
べ
る
と
い
う
試
み
。

勿
論
、
ダ
リ
語
の
通
訳
は
付
く
の
だ
が
、
何
し
ろ
地

下
鉄
に
乗
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
一
行
に
付
き

添
っ
て
、
細
々
と
し
た
そ
の
必
要
に
応
え
る
の
は
、

た
っ
た
一
人
の
通
訳
の
手
に
余
る
仕
事
に
相
違
な
い
。

そ
こ
を
補
う
の
が
学
生
達
の
勤
め
。
参
加
す
る
学
生

に
と
っ
て
は
、
言
葉
の
通
じ
な
い
人
た
ち
と
行
動
を

共
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
ら
よ
い
か
を
模
索
す
る
こ
の
上
も

な
い
機
会
と
な
っ
た
。

国
際
化
と
は
単
に
欧
米
の
大
学
と
交
流
し
た
り
、

外
国
語
が
上
達
し
て
外
国
事
情
に
詳
し
く
な
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
地
域
の
ど
ん
な
文
化
を
持
っ

た
人
々
と
も
、
共
に
生
き
る
仲
間
と
し
て
手
を
取
り

合
う
努
力
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
一
人
一
人
、
自

分
に
何
が
出
来
る
か
を
模
索
し
、
可
能
な
試
み
を
通

し
て
共
生
の
実
を
上
げ
る
こ
と
に
他
な
る
ま
い
。
研

修
団
の
来
日
を
捉
え
て
、
こ
ん
な
格
好
の
教
育
実
践

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
、
感
謝
し
て

い
る
。
途
上
国
支
援
は
、
単
に
国
際
貢
献
の
た
め
の

大
学
の
事
業
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
学
ぶ
学

生
た
ち
が
真
の
国
際
人
と
し
て
成
長
す
る
た
め
の
貴

重
な
教
育
機
会
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

室
伏
き
み
子

理
学
部
長

お
茶

の
水
女

子
大
学

を
含
む
、

日
本
、

フ
ラ
ン

ス
の
約

六
〇
大

学
と
研

究
機
関

が
、
共

同
で
博

士
課
程

を
設
置

す
る
こ

と
に
合

意
し
、
平
成
十
四
年
九
月
十
三
日
に
、
パ
リ
市
内
の

大
学
学
長
会
議
（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
）
に
お
い
て
、
日
仏
共
同

博
士
課
程
（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
ク
ト
ラ
ル
・
フ
ラ
ン

コ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
）
協
定
締
結
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
か
ら
は
、
本
田
学
長
の
代
理
と
し
て
、

私
が
こ
の
調
印
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
仏
の
博
士
課
程
大
学
院
生
の
交
流
を

通
じ
た
学
術
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
創
設
し
、
両
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
間
で
の
協
定
締
結
が
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
、
本

学
、
東
京
農
工
大
、
東
工
大
、
一
橋
大
、
都
立
大
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
行
方
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子

教
育
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

TTeeaa TTiimmeess

明
大
、
早
大
、
立
命
館
大
な
ど
の
国
公
私
立
二
六
大

学
と
一
研
究
所
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
、
パ
リ
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
、
マ
ル
セ
イ
ユ
な

ど
の
国
立
の
主
要
三
五
大
学
が
参
加
し
ま
す
。
締
結

式
当
日
に
は
、
各
大
学
の
学
長
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ン

ス
の
研
究
・
新
技
術
担
当
大
臣
ク
ロ
ー
デ
ィ
・
エ

ニ
ュ
ウ
エ
ル
女
史
や
、
外
務
省
・
科
学
大
学
研
究
交

流
担
当
局
長
ベ
ト
ン
・
ド
レ
ー
グ
女
史
、
ま
た
小
倉

和
夫
駐
仏
日
本
大
使
も
出
席
さ
れ
、
と
て
も
盛
大
な

式
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
協
定
の
下
で
、
大
学
院
博
士
課
程
に
在
籍
す

る
学
生
が
、
三
年
間
の
在
学
期
間
の
う
ち
、
原
則
一

年
間
を
相
手
国
の
協
定
大
学
に
お
い
て
研
究
指
導
を

受
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
学
生
は
、
両
国
の
指
導

教
官
の
下
で
一
つ
の
学
位
論
文
を
仕
上
げ
、
両
国
の

学
位
を
同
時
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
派
遣

学
生
は
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
三
〇
人
程
度
が
予

定
さ
れ
、
そ
の
学
生
達
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
か

ら
奨
学
金
が
給
付
さ
れ
、
協
定
大
学
で
は
学
生
の
入

学
金
や
授
業
料
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
、
来
年
度
の
派
遣
学
生
の
募
集

が
早
速
開
始
さ
れ
、
本
学
か
ら
も
候
補
者
が
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
米
国
一
辺
倒
だ
っ
た
日
本
の
姿
勢
を
見

直
し
、
古
い
歴
史
と
哲
学
の
基
盤
に
立
っ
た
フ
ラ
ン

ス
と
の
間
に
若
い
人
々
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と
で
、

広
い
国
際
的
な
視
野
か
ら
も
の
ご
と
を
考
え
判
断
で

き
る
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
期
待
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
十
二
月
十
八
日
（
水
）
本
学
講
堂
（
徽

音
堂
）
に
お
い
て
、
緒
方
貞
子
氏
の
本
学
名
誉
博
士

称
号
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
与
は
平
成
十
四
年
七
月
に
名
誉
博
士
第
一

号
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
忙
な
緒
方
氏

の
帰
国
に
合
わ
せ
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
式
の
学
長
挨
拶
で
、女
史
の
、国
境
・
人
種
・

性
別
を
超
え
た
卓
越
し
た
業
績
を
讃
え
、
同
時
代
に

生
き
共
感
で
き
た
こ
と
へ
の
誇
り
と
、
そ
れ
が
若
い

女
子
学
生
に
も
励
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
事
を
授
与
理

由
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
緒
方
氏
は

挨
拶
で
、
こ
の
栄
誉
を

一
緒
に
働
い
た
人
達
と

分
か
ち
合
い
た
い
旨
と
、

教
育
こ
そ
が
一
番
創
造

的
事
業
で
、
難
民
に
対

し
て
も
個
々
に
長
く
残

せ
た
と
実
感
で
き
た
分

野
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ

か
ら
お
茶
の
水
女
子
大

学
が
や
ろ
う
と
し
て
い

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育
支
援
も
そ
の
一
環
と

し
て
有
意
で
あ
る
旨
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

緒
方
貞
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
二
七
年
九
月
十
六
日
生
ま
れ

一
九
五
一
年

聖
心
女
子
大
学

文
学
部

卒
業

一
九
五
三
年

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

修
士
号
取
得

一
九
六
三
年

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
博
士
号
取
得

一
九
六
五
年

国
際
基
督
教
大
学
・
聖
心
女
子
大
学
で
講
師

一
九
七
四
年

国
際
基
督
教
大
学
助
教
授
（
〜
七
六
）

一
九
七
六
年

国
連
日
本
政
府
代
表
部
公
使
（
〜
七
八
）

一
九
七
八
年

ユ
ニ
セ
フ
執
行
理
事
会
議
長

一
九
七
九
年

国
連
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
公
使

一
九
八
〇
年

上
智
大
学
外
国
語
学
部
教
授
（
〜
九
一
）

一
九
八
二
年

国
連
人
権
委
員
会

日
本
政
府
代
表
（
〜
八
五
）

一
九
八
三
年

国
際
人
権
問
題
委
員
会
委
員
（
〜
八
七
）

一
九
八
四
年

日
米
欧
委
員
会
委
員

一
九
八
六
年

国
際
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

一
九
八
九
年

上
智
大
学
外
国
語
学
部
長
（
〜
九
〇
）

一
九
九
一
年
一
月

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
（
通
算
三
期
〜
〇
〇
）

二
〇
〇
一
年
五
月

フ
ォ
ー
ド
財
団

研
究
員
（
〜
現
職
）

二
〇
〇
一
年
六
月

人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
共
同
議
長
（
〜
現
職
）

二
〇
〇
一
年
十
一
月

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
総
理
特
別
代
表
（
〜
現
職
）

緒
方
貞
子
名
誉
博
士
に
よ
る
記
念
講
演
に
続
き
、

同
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
交
え
て
五
女
子
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
学
長
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子

教
育
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
編
集
室

福
島
）

平
野
由
紀
子

人
間
文
化
研
究
科
長

（
当
該
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会
）

次
に
引
用
す
る
の
は
満
杯
の
徽
音
堂
の
二
階
で
緒

方
氏
の
講
演
を
聞
い
た
本
学
附
属
中
学
生
の
考
え
た

こ
と
の
一
部
で
す
。

・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
今
、
大
変
な
状
況
で
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
た
が
、
ま
さ
か
病
気
で
五
歳
に
満

た
な
い
子
ど
も
た
ち
の
四
人
に
一
人
が
死
ん
で
し

ま
う
な
ど
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
ず
、

と
て
も
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
九

〇
％
か
ら
九
五
％
の
ア
フ
ガ
ン
女
性
は
自
分
た
ち

の
国
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
読
み
書
き
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
支
援
す
る
背
景
に
は
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
の
努
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
ず
、
二
つ
の
段
階
が
あ
り
、
ア

フ
ガ
ン
に
は
ち
ゃ
ん
と
機
能
す
る
国
家
が
ま
だ
な

い
。
ま
た
社
会
的
な
こ
と
も
支
援
し
な
く
て
は
な

緒
方
貞
子
氏
名
誉
博
士
称
号
授
与
式
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地
上
の
星
た
ち

ら
な
い
。
国
家
を
作

る
と
い
っ
て
も
そ
う

簡
単
に
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
、

ち
ゃ
ん
と
機
能
す
る

国
家
を
つ
く
る
な
ん

て
、
と
て
も
、
難
し

い
と
思
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
や
女
性
た
ち

の
た
め
に
学
校
を

作
っ
た
り
食
料
を
与

え
る
こ
と
も
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

緒
方
貞
子
氏
の
講
演
は
深
い
感
銘
を
あ
た
え
ま
し
た
。

普
段
自
分
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
て
い
る
行
動
、

「
水
を
飲
む
こ
と
」「
学
校
へ
行
く
こ
と
」…
そ
う
い
う
こ
と

が
困
難
な
人
々
が
い
る
こ
と
、
平
和
な
場
所
で
安
心
し
て

勉
強
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
奇
跡
と
い
っ
て
も
よ
い
こ

と
と
い
っ
た
感
想
に
続
き
、
僕
ら
が
出
来
る
こ
と
は
ア
フ

ガ
ン
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
な
る
こ
と
、小
さ
な
こ
と

で
も
ア
フ
ガ
ン
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
、
と
あ
り

ま
す
（
附
属
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）。

私
た
ち
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
共
生
を
こ
れ
か
ら

の
世
界
の
重
要
な
キ
イ
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
女
子
教
育
な
く
し
て
社
会
の
将
来

は
な
い
、
と
考
え
る
五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ウ
シ
ア
ム

は
ア
フ
ガ
ン
復
興
の
支
援
の
中
心
に
女
子
教
育
を
据

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
国
も
、
百
年
前
は
次
の
よ

う
で
し
た
。「
こ
こ
に
群
が
る
子
ど
も
た
ち
は
親
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
虫
に
喰
わ
れ
、
税
金
の
た
め
に
貧

窮
の
生
活
を
送
る
で
あ
ろ
う
」（
イ
サ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
『
日
本
奥
地
紀
行
』
一
八
八
〇
年
）。

昭
和
二
十
四
年
の
行
啓
以
来
な
か
っ
た
こ
と
で
し

た
が
、
皇
后
陛
下
を
お
迎
え
し
て
の
「
緒
方
貞
子
氏

名
誉
博
士
称
号
授
与
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
子
教
育

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
は
、
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
し
た
。

理
学
部
生
物
学
科
教
授

最
上

善
広

二
〇
〇
三
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
新
堀
真
希
さ

ん
（
大
学
院
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
一
年
）
が

宇
宙
で
の
夢
の
実
現
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
新
堀
さ

ん
は
、
宇
宙
微
小
重
力
で
の
メ
ダ
カ
の
稚
魚
の
遊
泳

と
、
帰
還
後
の
地
球
重
力
へ
の
順
応
過
程
を
研
究
す

る
た
め
に
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
主
催
し
た
学
生
向
け
の
宇

宙
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
一
月
十
六
日
（
現
地
時
間
）
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
は
約
二
週
間
の
飛
行
後

に
地
上
に
帰
っ
て
き
ま
す
（
こ
の
文
章
を
書
い
て
い

る
時
点
で
は
、
実
験
は
ま
だ
完
結
し
て
い
ま
せ
ん
）。

日
本
人
の
宇
宙
飛
行
士
が
誕
生
し
て
か
ら
、
宇
宙

が
多
少
は
身
近
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
遙

か
彼
方
の
世
界
と
い
う
の
が
宇
宙
に
対
す
る
一
般
的

な
感
覚
で
す
。
し
か
し
、
宇
宙
飛
行
士
に
な
ら
ず
と

も
、
宇
宙

環
境
の

ユ
ー
ザ
ー

と
し
て
実

験
に
参
加

す
る
こ
と

で
、
宇
宙

へ
近
づ
く

こ
と
が
出

来
ま
す
。

新
堀
さ
ん
以
外
に
も
、
宇
宙
実
験
経
験
者
も
し
く
は

宇
宙
実
験
を
目
指
し
て
準
備
中
の
お
茶
の
水
女
子
大

学
（
以
降
「
本
学
」
ま
た
は
「
お
茶
大
」
と
表
記
）

関
係
者
が
大
勢
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
人
た
ち
の

紹
介
を
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
は
黒
谷
明
美
さ
ん
。
本
学
生
物
学
科
の
卒
業

生
で
、
現
在
は
宇
宙
科
学
研
究
所
の
助
教
授
で
す
。

日
本
の
宇
宙
生
物
実
験
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
の
宇
宙
特
派
員
と
一
緒
に
ア
マ
ガ
エ
ル
を
宇
宙

に
送
り
出
し
た
実
験
を
皮
切
り
に
、
向
井
千
秋
さ
ん

と
一
緒
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
の
イ
モ
リ
の
産
卵

と
発
生
の
実
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
館
山
の

本
学
理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所
と
共
同
で
、
宇
宙
で

の
ミ
ネ
ラ
ル
代
謝
を
調
べ
る
実
験
を
計
画
中
で
す
。

次
は
、
石
川
島
播
磨
重
工
業
主
任
研
究
員
の
内
田

美
佐
子
さ
ん
。
本
学
物
理
学
科
の
出
身
で
、
材
料
科

学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
内
田
さ
ん
は
Ｍ
Ｓ
Ｌ

－

１
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
材
料
実
験
の
主
任
研
究
員
と

し
て
紅
一
点
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
重
要
ポ
ス
ト
を
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
弾
道
飛
行

を
使
っ
た
微
小
重
力
実
験
な
ど
で
大
活
躍
で
す
。

異
色
は
、
石
黒
節
子
先
生
。
表
象
芸
術
論
の
立
場

か
ら
、
宇
宙
微
小
重
力
を
利
用
し
よ
う
と
な
さ
っ
て

い
ま
す
。
天
女

の
舞
の
美
し
さ

は
、
重
力
か
ら

解
き
放
た
れ
て

は
じ
め
て
実
現

さ
れ
る
、
そ
ん

な
先
生
の
お
考

え
が
実
行
に
移

さ
れ
る
の
も
遠

く
は
な
い
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
本
学

化
学
科
の
森
義
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シンポジウムでのパネリスト

航空機を使った微小重力中での舞い実験

新堀さんとフライト装置


